
 

四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

入
賞
作
品
の
紹
介 

「
２
０
２
０
年
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」(

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
・

東
三
河
郵
便
局
主
催 

新
城
市
・
新
城
市

教
育
委
員
会
・
新
城
市
観
光
協
会
・
奥
三

河
観
光
協
議
会
・
東
愛
知
新
聞
社
後
援)

の
入
賞
作
品
が
決
ま
っ
た
。 

 

応
募
作
品
は
東
三
河
や
名
古
屋
市
な

ど
の
小
中
学
生
か
ら
四
百
八
点
の
応
募

が
あ
り
、
最
優
秀
賞
五
名
、
優
秀
賞
十
名
、

入
賞
三
十
五
名
を
選
ん
だ
。
入
賞
作
品
は

十
一
月
四
日
ま
で
鳳
来
寺
郵
便
局
、
同
六

日
か
ら
十
六
日
ま
で
長
篠
郵
便
局
、
同
十

七
日
か
ら
三

十
日
ま
で
新

城
市
役
所
ロ

ビ
ー
、
十
二
月

七
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
道
の
駅
も
っ
く
る
観
光
案

内
所
内(

最
優
秀
賞
五
名)

、
同
二
十
三
日

か
ら
一
月
二
十
日
ま
で
や
ま
び
こ
の
丘

受
付
ロ
ビ
ー
、
四
月
以
降
に
観
来
館
で
展

示
予
定
。 

 

入
賞
者(

敬
称
略) 

【
最
優
秀
賞
】
作
品
上
か
ら
白
谷
心
美

（
田
原
市
清
小
二
年
）緒
方
葉
月(

豊
橋
市

天
伯
小
六
年) 

市
園
真
滉(

新
城
市
八
名

中
三
年)
内
藤
希
実(

豊
橋
市
牟
呂
中
一

年)

今
泉
七
海(
新
城
市
東
郷
中
二
年)

【
優

秀
賞
】
鈴
木
麻
友(
新
城
市
東
陽
小
二
年)

網
代
穂
南(

新
城
市
鳳
来
寺
小
四
年)

川
越

虎
侍(

豊
橋
市
玉
川
小
四
年)

鈴
木
芽
依

(

新
城
市
東
陽
小
五
年)

藤
田
進
太
郎(

桑

名
市
星
見
ヶ
丘
小
五
年)

渡
邉
真
人(

豊
橋

市
東
田
小
六
年)

ウ
ィ
ジ
ェ
コ
ー
ン 

イ
エ

マ
ー
シ
ー 

陽
子(

名
古
屋
市
川
原
小
六

年)

種
村
心
花(

新
城
市
八
名
中
一
年)

鈴

木
美
柚
里(

新
城
市
東
郷
中
一
年)

村
松
稜

太(

新
城
市
東
郷
中
三
年)

【
入
賞
】
加
納

想
楽(

二
川
南
小
一
年)

滝
川
日
葵
花(

新

城
小
一
年)

佐
藤
結
海(

鳳
来
寺
小
一
年)

西
元
紗
英(

花
田
小
一
年)

ま
せ 

も
あ(

松

葉
小
一
年)

藤
平
瑞
彩(

千
郷
小
二
年)

伊

藤
颯
汰(

東
郷
西
小
二
年)

菅
谷
美
羽(

鳳

来
中
部
小
二
年)

原
田
一
生(

鳳
来
東
小
二

年)

井
上
岳
大(

二
川
南
小
二
年)

山
岸
悠

希(

つ
つ
じ
が
丘
小
二
年)

原
田
華
乃(

鳳

来
寺
小
三
年)

豊
田
勇
之
介(

黄
柳
川
小
三

年)

繁
田
奈
津(

東
郷
西
小
三
年)

菅
谷
陽

輝(

鳳
来
東
小
三
年)

片
岡
隼
翔(

平
和
小

三
年)

斉
藤
竜
之
介(

作
手
小
三
年)

斎
藤

結
斗(

新
城
小
三
年)

入
江
ひ
よ
り(

鳳
来

寺
小
四
年)

山
本
柚
季(

幸
小
四
年)

繁
田

悠
智(

東
郷
西
小
五
年)

石
井
未
来(

新
城

小
五
年)

小
山
瑠
梨(

二
川
南
小
五
年)

鈴

木
陽
茉
里(

東
郷
東
小
五
年)

阿
比
留
ゆ
き

え(

新
城
小
五
年)

原
吏
彩
子(

千
成
小
五

年)

入
江
さ
く
ら(

鳳
来
寺
小
六
年)

丸
田

京
佳(

富
士
見
小
六
年)

八
田
愛
友(

東
郷

東
小
六
年)

白
井
心(

八
名
中
一
年)

安
形

有
生(

八
名
中
一
年)

神
谷
か
ん
な(

東
部

中
一
年)

岡
田
愛
莉(

東
郷
中
二
年)

種
村

康
希(

八
名
中
三
年)

吉
松
謙
祐(

石
巻
中

三
年) 

 

入
賞
商
品
は
本
年
度
新
米
・
図
書
券
・

五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
を
お
届
け
し
ま

し
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

あ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
内
産
米
の
粉
伝

統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

八
雲
だ

ん
ご
で
お
馴
染
み
な(

株)

丸
八
製
菓
さ
ん

の
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
開
催
し
て
お

り
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 207号  



 

施
設
整
備 

 
十
一
月
十
五
日
、
保
存
会(

夏
目
宏
一
、

高
橋
孝
行
、
中
村
直
人
、
小
山
傅
治
郎
、

小
山
秀
夫
、
松
下 

誠 

、
原
田
英
史
、
小

山
舜
二)

は
①
作
業
道
・
景
観
道
の
老
朽
ヵ

所
を
市
地
域
整
備
係
か
ら
支
給
さ
れ
た

D
R

ミ
ッ
ク
ス(

ア
ス
ハ
ル
ト)

で
補
修
、

②
仮
設
ト
イ
レ
取
付
道
に
砂
利
を
敷
設
、

③
ふ
れ
あ
い
広
場
の
枯
木
や
展
望
を
危

惧
す
る
コ
ブ
シ
な
ど
の
除
伐
を
行
っ
た
。

な
お
、
整
備
に
不
可
欠
な
小
型
ダ
ン
プ
、

転
圧
ラ
ン
マ
、
砂
利
な
ど
は
地
元
小
笠
原

建
設
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
で

整
備
さ
れ
て
以
来
十
七
年
の
歳
月
を
数

え
、
彼
方
此
方
が
老
朽
化
し
て
き
た
。
す

で
に
四
阿
の
屋
根
、
ベ
ン
チ
、
橋
の
防
腐

剤
塗
り
な
ど
、
部
分
的
に
修
復
し
て
き
た

が
寄
る
年
波
に
作
業
道(

景
観
道)

は
舗
装

の
化
粧
の
砂
利
が
浮
き
出
し
、
訪
れ
る
人

た
ち
が
石
車
に
乗
っ
て
転
倒
し
た
り
、
怪

我
で
も
し
な
い
か
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
水
車
小
屋
の
水
車
が
壊
れ
て 

い
た
り
、
ベ
ン
チ
も
腐
り
、
無
様
な
姿
を

晒
す
な
ど
、
施
設
全
体
の
老
朽
が
進
み
、

早
期
な
保
守
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

作
業
終
了
後
に
は
定
番
の
「
鳥
長
の
か

わ
き
も
」
を
主
役
に
酒
盛
り
、
炭
切
り
で

焼
い
た
生
サ
ン
マ
は
バ
カ
旨
く
、
会
員
は

好
き
勝
手
に
言
い
た
い
放
題
、
鋭
気
を
養

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
 
 
 

＆
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

 

十
一
月
八
日
、
連
谷
公
民
館
主
催
の
ふ

る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。 

 

コ
ー
ス
は
旧
連
谷
小
学
校
を
起
点
に

千
枚
田
を
上
り
、
古
宿
で
待
ち
構
え
た
郷

土
史
家
の
丸
山
惇
志
さ
ん
の
庚
申
塚
を

皮
切
り
に
聖
さ
ま(

二
百
四
号
で
紹
介)

の

伝
説
を
聞
き
、
愛
宕
さ
ま
に
祀
ら
れ
て
い

る
祠
と
石
仏
、
ま
た
、
社
殿
内
の
仏
像
「
阿

弥
陀
如
来
坐
像
」
は
寒
狭
川
筋
唯
一
の
市

指
定
文
化
財
で
、
故
郷
自
慢
の
木
像
で
あ

る
。
等
々
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
。 

 

帰
路
は
「
ち
よ
っ
と
も
な
い
じ
ゃ
ん
か

ん…

」、「
き
れ
い
な
も
ん
だ…

」
な
ど
わ

い
わ
い
が
や
が
や
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら

校
庭
へ
。
校
庭
で
は
役
員
が
賄
う
キ
ノ
コ

汁
や
味
飯
に
舌
鼓
。
午
後
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
競
じ
る
な
ど
、
参
加
者
約
四
十
名

は
、
晩
秋
の
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。 

松
井
副
知
事
さ
ん
訪
問 

十
一
月
二
十
日
、松
井
副
知
事
さ
ん(

東

三
河
県
庁
担
当)

が
四
谷
の
千
枚
田
を
訪

れ
た
。
か
つ
て
は
愛
知
県
水
産
試
験
場
内

水
面
分
場
鳳
来
養
魚
場
で
あ
り
、
現
在
は

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
し
て
様
々
な
活
動

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
、
ふ
れ
あ
い

広
場
の
一
角
に
、
保
存
会
を
中
心
に
環
境

に
配
慮
し
た
数
々
の
保
全
活
動
が
認
め

ら
れ
、
エ
コ
を
重
視
し
た
愛
知
県
第
一
号

の
小
水
力
発
電
装
置
「
で
ん
で
ん
ち
ゃ
ん
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
副
知
事
さ
ん
は
県

庁
で
コ
ロ
ナ
対
策
会
議
が
二
十
分
ほ
ど

長
引
き
、
午
後
二
時
二
十
分
に
到
着
。
同

時
に
雨
も
や
み
、
眼
下
の
雲
間
に
広
が
る

「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
一
目
見
る
な
り

「
素
晴
ら
し
い
、
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
る

し
、
ご
苦
労
が
窺
わ
れ
る
」
と
感
謝
の
言

葉
を
頂
い
た
。 

・
小
水
力
発
電
の
説
明
は
愛
知
県
新
城
設

楽
農
林
水
産
事
務
所
川
島
所
長
さ
ん
が

行
っ
た
。 

・
養
魚
場
に
つ
い
て
は
小
山
舜
二
か
ら
県

水
試
と
し
て
の
成
果
、
「
鳳
来
マ
ス
の
作

出
、ア
マ
ゴ
の
人
工
産
卵(

岐
阜
水
試
に
次

い
で
二
番
目
に
成
功)

、ア
マ
ゴ
の
降
海
型

サ
ツ
キ
マ
ス
の
生
態
解
明
、
イ
ワ
ナ
の
種

苗
生
産
の
確
立
、
県
ブ
ラ
ン
ド
品
の
絹
姫

サ
ー
モ
ン
の
作
出
」
等
々
を
説
明
。 

・
千
枚
田
も
昭
和
四
十
六
年
に
は
約
千
三

百
枚
耕
さ
れ
て
い
た
が
、
減
反
政
策
や
経

済
成
長
の
余
波
で
平
成
の
初
頭
に
は
三

百
七
十
枚
ま
で
減
少
、
現
在
は
約
四
百
枚

が
耕
さ
れ
て
い
る
。
鞍
掛
山
が
森
林
化
、

湧
き
水
が
当
時
は
秒
間
二
十
㍑
と
豊
富

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
秒
間
七
㍑
程
度

に
減
少
、
水
量
と
田
ん
ぼ
の
枚
数
は
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
復
田

は
考
え
て
い
な
い
。
と
の
説
明
に
副
知
事

さ
ん
は
大
き
く
頷
き
、
ま
た
、
お
邪
魔
し

た
い
と
、
感
謝
と
激
励
を
頂
い
た
。 

    

 

行 
 

令
和
二
年
十
二
月
一
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


